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４，探究活動の実践

＜活動内容＞

・十分な数の緩衝材を部屋に置いておき、自由に触れて遊ぶ。

・自由に音を出して楽しむ。

・保育士の歌やわらべうたに合わせて音を出して楽しむ。

緩衝材は風船のようにも遊べますし、楽器にもなりました。遊んでいると静

電気で緩衝材が頭や顔にくっつき、不思議な体験をすることができました。

力強く握ると破れたので力を加減する子どももいました。色んな音を出して

楽しむことができました。

＜振り返りによって得た保育士の気づき＞

５，振り返り

３，活動のために準備した素材や道具、環境設定

・緩衝材

あそか保育園

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書 ＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞

令和７年3月

１，活動テーマ

＜テーマ設定理由＞

２，活動スケジュール

＜テーマ＞

1歳児・・・身近な素材(緩衝材）を使って遊ぼう。

緩衝材の感触や、自由に音を出すことを楽しみたいと思った。

・緩衝材に自由に触れてみる。

・緩衝材に触れる中で様々な音が出ることを発見したり、繰り返し音を出

すことを楽しむ。

＜緩衝材を触ってみよう＞

「これ何？」「風船みたい」な

どと言って指先で触れたり、力

強く握ったりして楽しんでいま

した。

＜音を出してみよう＞

足で踏んでも音が出ることに気付

きました。友達の遊ぶ姿が見て真

似して楽しんでいました。「パン

パンパン」などの言葉で音を表現

する子どももいました。

＜歌に合わせて音を出して楽しもう＞

「おおきなたいこ」の歌を聴きながら

太鼓のように叩いて遊びました。叩い

た拍子に緩衝材が動くのが面白かった

ようで、目と耳で楽しむことができま

した。


